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橘

小
の
屋
体
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
工
務
店
が

室
島
簡
水
は
北
栄
建
設

　
第
三
回
の
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
三
十
日
か
ら

今
月
四
日
に
か
け
開
か
れ
ま
し
た
。

　
実
質
的
な
本
会
議
は
二
日
間
で
す
が
、
新
年
度
の

大
き
な
事
業
で
あ
る
橘
小
学
校
の
屋
体
改
築
、
室
島

一
般
会
計

　
　
　
　
モ
デ
ル
事
業
費
の

　
　
　
　
追
加
な
ど

　
こ
の
議
会
で
は
、
五
十
一
、
五
十
二

年
度
会
計
の
補
正
予
算
が
五
件
ほ
ど
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
の
補
正
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
、

　
五
十
一
年
度
会
計
が
千
二
百
五
十
万

円
を
追
加
し
て
、
十
六
億
八
千
六
百
九

講
濃
轟謡

　
繍

雛

地
区
の
簡
易
水
道
工
事
の
請
負
契
約
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
定
例
会
恒
例
の
一
般
質
問
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
八
万
八
千
円
で
し
め
く
く
ら
れ
る
乙

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
債
や
、
自
動
車
重
量
譲
与
税
な
ど

の
歳
入
の
伸
ぴ
に
と
も
な
う
補
正
で
、

予
算
全
体
の
整
理
に
よ
り
、
二
千
五
百

万
円
を
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
に
積
み

立
て
る
乙
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
十
二
年
度
会
計
で
は
、
二

千
六
百
八
十
一
万
円
の
追
加
で
す
。

　
歳
出
の
大
き
な
も
の
は

▽
モ
デ
ル
事
業
工
事
請
負
費
の
追
加
・

秋には立派な屋体に…取りこわし中の橘小屋体

六
百
二
十
八
万
円
、
▽
精

薄
者
通
所
援
護
施
設
補
助

・
百
五
十
万
円
、
▽
永
道

会
計
繰
出
金
の
追
加
・
二

百
十
八
万
円
、
▽
集
落
開

発
セ
ン
タ
ー
補
助
・
三
百

万
円
、
▽
河
川
改
修
工
事

請
負
費
追
加
・
二
百
三
十

万
円
、
▽
千
手
小
深
井
戸

ポ
ン
プ
取
り
か
え
工
事
ほ

か
・
四
百
二
十
二
万
円
、

▽
小
自
倉
つ
り
橋
復
旧
工

事
ほ
か
、
五
百
五
十
万
円

な
ど
。

　
こ
れ
ら
に
対
す
る
歳
入

は
、
▽
県
支
出
金
・
千
四

百
九
十
三
万
円
、
▽
前
年

度
か
ら
の
繰
越
金
・
八
百

三
十
七
万
円
な
ど
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

橘
小
屋
体

十
一
月
に
は
完
成

　
室
島
簡
易
水
道
の
新
設
工
事
は
、
六

千
二
百
四
十
万
円
で
、
北
栄
建
設
株
式

会
社
が
請
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
工
期
は
、
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
橘
小
学
校
の
屋
体
建
設
は
、

六
千
七
百
五
十
万
円
で
、
株
式
会
社
高

橋
工
務
店
の
施
工
と
決
ま
り
ま
じ
た
。

　
古
い
屋
体
を
解
体
し
た
う
え
で
、
同

じ
場
所
に
建
設
す
る
も
の
で
、
今
ま
で

よ
り
百
七
十
平
方
メ
！
ト
ル
く
ら
い
大

き
く
な
る
見
込
み
、
完
成
は
十
一
月
三

十
日
が
め
ど
で
す
。

　
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
に
は
、
二

議
員
が
た
ち
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

戸
田
哲
次
議
員
　
◎
戸
籍
事
務
合
理
化

の
た
め
の
、
戸
籍
簿
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
化
に
つ
い
て

根
津
町
長
　
戸
籍
簿
に
限
ら
ず
、
土
地

台
帳
、
課
税
台
帳
、
施
設
台
帳
な
ど
、

永
年
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
が
適
当
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
用
化
に
は
、

ぼ
う
大
な
費
用
も
必
要
で
あ
り
、
郡
内

や
十
日
町
市
な
ど
で
も
、
研
究
段
階
の

状
況
で
あ
る
。

数
藤
亘
議
員
　
◎
農
村
環
境
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
◎
川
西
町
除
雪
協
力
員
と

協
力
体
制
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

根
津
町
長
　
◎
モ
デ
ル
事
業
の
中
の
排

水
施
設
は
、
町
の
大
き
な
目
玉
で
も
あ

る
。
こ
れ
は
、
家
庭
排
水
の
停
滞
防
止

を
は
じ
め
、
農
機
具
の
洗
い
場
、
消
雪

防
火
用
水
な
ど
、
多
方
面
へ
の
効
果
を

期
待
す
る
も
の
で
あ
る
．

　
ま
た
、
地
元
負
担
、
施
設
の
管
理
等

は
、
具
体
的
に
な
り
次
第
、
皆
さ
ん
に

ご
協
力
願
う
予
定
で
あ
る
。

◎
除
雪
体
制
は
、
施
設
や
機
械
が
い
か

に
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
地
域
住
民
の
協

力
が
な
い
こ
と
に
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
。
と
く
に
、
沿
道
の
方
々
の
協
力
に

待
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
わ
け
で
、
今
後

の
除
雪
計
画
樹
立
ま
で
に
は
、
な
ん
ら

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＃

“
全
員
協
議
会
－
議
題
一
一
“

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

＝
◎
五
十
一
年
度
町
各
会
計
決
見
込
　
＝

す
五
＋
一
年
度
古
町
畿
土
竺

“
開
発
公
蓑
算
　
　
一
㎜

＝
◎
五
十
二
年
度
十
日
町
地
域
土
地
　
＝

“
開
発
公
社
予
算
　
　
”

る
町
有
財
産
の
処
分
　
　
一
一

一
一
◎
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
　
　
＝

ぢ
川
西
高
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
　
“

で
町
総
合
讐
館
建
嚢
計
委
≦

汗
”
”
”
”
”
1
1
“
“
”
“
”
“
u
”
犀

か
の
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
地
下
水
限
も
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、
清
津
川
ダ
ム
や
、
モ
デ

ル
事
業
で
の
水
を
、
消
雪
に
利
用
す
る

乙
と
も
検
討
し
た
い
。

　
こ
の
議
会
で
は
h
次
の
請
願
が
出
さ

れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

〃
昭
和
五
十
二
年
産
米
政
府
買
入
れ
価

格
な
ら
ぴ
に
、
農
業
経
営
発
展
の
基
本

施
策
の
確
立
等
に
関
す
る
請
願
〃

　
こ
の
請
願
は
、
採
択
を
受
け
た
の
ち

意
見
書
提
出
の
発
議
案
が
出
さ
れ
、
内

閣
総
理
大
臣
な
ど
関
係
行
政
庁
へ
送
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
北
方
領
土
の
早
期
返
還

の
意
見
書
提
出
の
発
議
案
も
出
さ
れ
、

関
係
行
政
庁
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
す
で
に
出
さ
れ
て
い
た
請
願

〃
霜
条
～
南
原
線
通
学
道
路
舗
装
工
事

施
行
〃
、
〃
霜
条
中
間
砂
利
道
及
ぴ
清

竜
寺
線
舗
装
工
事
〃
の
二
件
に
つ
い
て

は
、
委
員
長
報
告
の
の
ち
採
択
に
決
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
議
決
事
項

☆
条
例
の
一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
条
例

・
特
別
職
の
職
員
で
、
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
ぴ
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

☆
土
地
の
取
得

・
中
子
地
内
、
五
五
、
六
九
四
平
方
メ
ー

　
ト
ル

・
仙
田
小
学
校
、
一
二
、
五
八
八
平
方
メ

　
ー
ト
ル

☆
町
道
の
廃
止
及
ぴ
路
線
変
更

☆
農
業
共
済
特
別
積
立
金
の
取
り
く
ず

　
し
及
ぴ
同
無
事
戻
金
の
支
払
い
等

　
　
年
金
証
書
が
届
く
ま
で

　
　
〃
老
齢
年
金
を
請
求
し
た
け
れ
ど

　
　
も
、
ま
だ
通
知
が
こ
な
い
〃
、
〃

　
　
年
金
の
支
払
い
通
知
が
届
か
な
い

　
　
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
そ
こ
で
、
年
金
が
支
払
わ
れ
る

　
　
ま
で
を
、
簡
単
に
ご
紹
介
い
た
し

　
　
ま
す
。

　
　
　
皆
さ
ん
が
役
場
に
出
さ
れ
た
裁

　
　
定
請
求
書
は
、
社
会
保
険
事
務
所

　
　
を
経
由
し
て
、
東
京
の
社
会
保
険

　
　
庁
の
業
務
課
へ
送
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
こ
こ
で
は
、
年
金
が
一
日
も
早

　
　
く
皆
さ
ん
の
手
元
に
届
く
よ
う
に

　
　
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て

　
　
支
給
額
を
決
め
た
り
、
年
金
の
支

　
　
払
い
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
、
国
民
年
金
だ
け
で

　
　
も
、
毎
月
五
万
件
と
い
う
ぼ
う
大

　
　
な
裁
定
請
求
書
が
、
全
国
か
ら
届

　
　
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
職

　
　
員
の
精
．
い
っ
ぱ
い
の
努
力
に
も
か

　
　
か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
〃
年
金
証

　
　
書
〃
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
は
、

　
　
約
二
か
月
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
い
る

　
　
状
況
で
す
。
　
（
通
算
老
齢
年
金
の

　
　
場
合
は
、
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

　
　
期
間
を
調
べ
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

　
　
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
）

　
　
　
こ
の
点
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
裁
定
請
求
書
の
記
入
に
不

　
　
明
な
か
所
が
あ
り
ま
す
と
、
事
務

　
　
処
理
が
遅
く
な
っ
た
り
、
支
払
い

　
　
通
知
が
届
か
な
く
な
っ
た
り
す
る

　
　
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
記
入
は
、
正
し
く
は
っ
き
り
と

　
　
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

ピ
ぞ
ぞ
ぞ

・
ふ
・
く
・
し

ん●き●ん　ね
窪
，
，
，
，
，
？
”
、
最
近
こ
ん
な
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か
け
摯
．
．
な
鰭
恥
夢

　
今
回
の
選
挙
は
、
八
月
三
十
一
日
で

任
期
が
満
了
す
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

新
た
に
、
今
後
四
年
間
町
政
を
に
な
う

二
十
二
人
の
議
会
議
員
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
。

　
選
挙
は
、
公
職
選
挙

法
及
ぴ
そ
の
他
関
係
諸
法

令
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
こ

　　諄
　塵憂拶

立
候
補
の
届
け
は

　
　
　
　
　
　
　
隔
～

財
ま
で

譜
立
蝿
響
霧
舞
質
製

　
　
　
　
メ
場
醗
購
饗
饗
餐

　
　
　
　
　
菰
雛
出
鰻
。

漣
ノ
糟
檀
懲
鞭
灘

爵
砲
鷺
必
要
ξ

立
候
補
予
定
者
に

対
す
る
説
明
会

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
立
候
補

予
定
者
を
対
象
に
、
次
の
日
時
に
説

明
会
を
開
き
ま
す
。

　
立
候
補
届
け
等
、
選
挙
の
細
部
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

※
日
時

　
7
月
刎
日
、
午
後
－
時
30
分

※
場
所

　
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。

ら
、
八
月
六
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
選
挙
運
動
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
制
限

　
こ
の
期
間
以
外
の
選
挙
運
動
は
、
事
　
　
や
禁
止
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
違
反

前
運
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
行
為
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
3
1
日
か
ら
不
在
者
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
手
続
き
は
早
め
に
I
l

　
選
挙
の
当
日
、
川
西
町
以
外
の
他
の

市
町
村
に
、
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事

故
な
ど
で
旅
行
や
滞
在
中
の
人
、
ま
た

指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
に
つ
い
て
は

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
今

月
三
十
一
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で
で
す
。

　
告
示
か
ら
投
票
日
の
間
が
短
い
た
め

手
続
き
を
早
め
に
し
な
い
と
、
ま
に
あ

わ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
に
、
指
定
病
院
等
に
入
院
さ
れ

て
い
る
万
は
、
病
院
長
が
本
人
に
か
わ

っ
て
投
票
用
紙
の
請
求
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
外
の
病
院
に
入

院
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
通
知

も
れ
に
な
る
乙
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
家
族
の
方
は
、
直
接
選
挙
管
理
委

員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
投
票
を
さ
れ
る
場
合
は
、
印
鑑

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
・
時
間
は

a
川
西
町
に
住
所
を
有
し
て
か
ら
三
か
月
に
達
し
た
ξ
〆

譲
嶽
懇
難
播
質
騨
絞
ギ
諺

立
候
ー
は
糞
縫
蝋
》
訊
挙

補
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
議
会
議
員
の
選挙までの日程

7月21日　立候補予定者
　　に対する説明会

7月25日　選挙人名簿登
　　録基準日

7月31日　告示、不在者
　　投票開始

7月31日　立候補届出期
　　　　｝
8月　1日　間

投票日7日8月

前
回
ど
お
り

　
投
票
所
の
開
設
場
所
は
、

今
ま
で
の
選
挙
と
同
様
で
す
。

　
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所

と
も
午
前
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
で
す
。

　
せ
っ
か
く
の
一
票
を
、
有

効
に
使
う
よ
う
心
が
け
ま
し

よ
う
。
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開
票
は
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
開
票
は
、
即
日
開
票
で
す
。

　
時
間
は
、
午
後
八
時
か
ら
、
場
所
は

総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
開
票
の
結
果
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

52。6．15現在部落別有権者数

即
日
八
時
か
ら

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
が
、
開
票
の

模
様
を
参
観
し
た
い
方
は
、
当
夜
、
会

場
の
受
け
付
け
に
申
し
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
制
限
す
る

　　こ
　　と

　　も
　

．　あ
　　り

　　ま

　す●
　　o●

●
●

　
次
の
表
は
、
六
月
十
五
日
現
在
で
ま

と
め
た
、
町
内
の
有
権
者
数
で
す
。

　
こ
れ
は
、
今
月
十
日
の
参
議
院
議
員

の
選
挙
の
と
き
の
登
録
者
数
で
す
。

　
町
議
選
で
は
、
そ
の
後
の
増
減
を
今

月
二
十
五
日
で
調
整
し
ま
す
の
で
、
多

少
の
変
更
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

町内名 男 女 計 町内名 男 女 計

中　島　町 59 65 124 新町新田 114 122 236

山　野　田 45 47 92 下　　　平 73 68 141

発電所通り 101 108 209 三　　　領 48 49 97

永　　　公 19 17 36 小　根　岸 29 30 59

栄　　　町 25 26 51 小　　　計 638 656 1，294

下　　　平 1 1 2 木　　　落 143 151 294
町・県住宅
分　　譲　　地 2 7 9 寺　ケ　崎 17 15 32

四　郎　兼 55 59 114 塩　　　辛 30 33 63
東　善　寺 57 73 130 仁　　　田 213 235 448
上　　　町 39 44 83 野　　　　口 192 203 395
中　央　町 39 47 86 四　十　歩

田　　　中 64 73 137 原　　　田 61 59 120

神　社　町 45 57 102 根　　　深 34 40 74

学　校　町 77 86 163 下　　　原
31 39 70◎

小
　
　
　 計 721 775 1，496

中　屋　敷

寺　　　尾

65

69

79

71

144

140
中　仙　田
室　　　島

173

106

190

110
363
216

木　　　島 74 83 157 小　　　脇 40 39 79
沖　　　立 152 166 318 高　　　倉 55 52 107

伊　　　友 132 138 270 藤　　　沢 35 34 69

高　原　田 81 95 176 田　　　戸 46 46 92

坪　　　山 83 87 170 越　ケ　沢 18 20 38

霜　　　条 69 76 145 赤　　　谷 104 106 210

鶴　　　吉 18 20 38 岩　　　瀬 93 95 188

木島公舎 1 4 5
大　　　倉
大　白　倉

20

58

19

59
39
117

小　　　計 1，372 1，529 2901 小　白　倉 99 94 193
上　　　野 260 284 544 小　　　計 847 864 1，711

元　　　町 114 103 217 合　　　計 3，578 3，824 2402
9◎w～◎●」～’の’wθ．vり凸《ノo～・州．vw鰯～’●

農業共済シリーズ…③

水
稲
共
済
掛
金
の
し
く
み

鄭
ご
と
蓬
部
肇
に
異
な
っ

峻
い
ま
す
．
よ
滲
る
に
、
謹
、
の
多

悩
も
地
域
は
掛
金
が
高
く
、
被
害
が
少
な

“
　・oノ㌔ノ●●●㌔～●の・ら“・σ9●r》∩b・じσ●“》o。●∂ノ》・o“」【》

10a当リ水稲共済掛金表

　
水
稲
の
共
済
掛
金
率

は
、
過
去
二
十
年
の
被

害
率
を
基
礎
に
し
た
通

常
揖
金
率
と
、
異
常
掛

金
率
の
和
に
よ
っ
て
、

三
年
目
ご
と
に
算
出
さ

れ
ま
す
。

　
実
際
に
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
共
済

掛
金
は
、
共
済
金
額
に

共
済
掻
金
率
を
乗
じ
て

算
出
さ
れ
た
額
か
ら
、

国
の
負
担
分
（
二
分
の

一
以
上
）
を
差
引
い
た

額
と
な
り
ま
す
。

　
被
害
率
が
異
な
る
以

上
、
共
済
掛
金
率
は
各

鰍 該当部落 掛金率 農家掛金

1 小白倉藤沢野口 2．7％ 1，129円

2 室島下原など12部落 2．4 1，004

3 仁田元町など18部落 2．0 836

4 沖立上新井中屋敷 1．7 711

平均 36部落 2．1 885

い
地
域
は
掛
金
が
安
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

被
害
率
が
高
い
こ
と
の

悪
循
環

　
部
落
ご
と
に
摺
金
率
が
異
な
っ
た
の

で
は
細
か
す
き
る
の
で
、
別
表
の
よ
う

に
四
階
級
に
分
け
て
い
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
掛
金
率
の
高
い
地
域
で
は

掛
金
の
負
担
が
多
い
う
え
、
被
害
が
多

い
わ
け
で
す
か
ら
、
樹
金
と
被
害
の
面

で
二
重
の
負
担
を
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
う
い
う
地
域
は
、
全
般
的

に
収
量
も
低
く
、
部
落
全
体
と
し
て
大

き
な
損
失
か
と
思
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
被
害

　
　
　
　
防
止
を
〃
”

4等級、基準収量470陶の例
引受収量329陶、共済金額88，830円

　
農
業
共
済
に
は
、
部
落
別

に
過
去
の
被
害
の
記
録
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の

原
因
は
何
か
再
確
認
し
て
下

さ
い
。
過
去
の
高
被
害
が
解

消
さ
れ
て
、
最
近
ほ
と
ん
ど

被
害
も
な
く
、
掛
金
が
ぐ
ん

と
安
く
な
っ
た
部
落
や
、
依

然
と
し
て
高
被
害
の
部
落
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
よ
う
す
が

ひ
と
目
で
わ
か
り
ま
す
。

被
害
の
原
因
に
つ
い
て
は
地

域
の
皆
さ
ん
が
い
ち
ば
ん
知

っ
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す
が
、
適
正
な
栽
培
管
理
技

術
と
と
も
に
、
地
域
ぐ
る
み

で
被
害
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と

が
健
全
な
農
家
経
営
に
つ
な
が
る
道
か
・

と
思
い
ま
す
。

田
植
え
の
日
か
ら

補
償
を
開
始

　
さ
る
六
月
一
日
、
岩
瀬
地
内
で
田
植

え
の
最
中
に
地
す
べ
り
が
発
生
し
て
、

約
四
十
ア
ー
ル
の
ほ
場
が
被
害
を
受
け

収
穫
の
の
ぞ
み
を
絶
た
れ
ま
し
た
。

　
共
済
の
引
受
責
任
期
間
は
、
田
植
え

の
日
か
ら
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ま
だ

揖
金
の
払
込
み
が
な
い
現
時
点
で
す
が

ほ
場
が
復
旧
さ
れ
な
い
限
り
、
早
く
も

共
済
金
の
支
払
い
が
約
束
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

掛
金
は
今
月
末
日

ま
で
に

　
現
在
の
引
受
方
式
は
、
一
筆
方
式
と

い
っ
て
、
ほ
場
一
枚
ご
と
に
等
級
が
つ

け
ら
れ
、
引
受
収
量
が
計
算
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
揖
金
の
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
ほ
場
の
移
動
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は

毎
年
共
済
連
絡
員
を
通
じ
て
申
告
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
記
の
よ

う
に
掛
金
が
決
ま
り
、
賦
課
金
と
い
っ

し
ょ
に
納
税
組
合
を
と
お
し
て
七
月
末

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
出
費
多
端
の
折
で
し
よ
う
が
、
内
容

を
お
確
か
め
の
う
え
、
期
日
ま
で
に
納

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
☆
　
　
☆
　
　
☆

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
、
ご
意
見

や
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
共
済
係

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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川
西
高
等
学
校

喜
び
の
開
校
記
念
式

…
…
一
≡
圭
圭
一
≡
－
≡
…
＝
…
…
・
≡
…
…
一
≡
一
…
一
一
≡
一
…
…
＝
…
暉
≡
≡
…
吃
☆
優
良
マ
ー
ク

　一人権を守る社会に
　　　　　　　　　　　不
人権相談所の開設安
　　　　　　　　　　　な
●とき7月20日10時～3時し
●ところ役場橘出張所　　　”

　お気がるにどうぞ…
‘■■ワ』■■Pノ，ノタ，』■■7』■■P4／4ノ，」■■7」■■FJ／4JJF』■■7」■■7グクノ」’』■■レ4■■76P44」’」■■『』■■りF／4’ダ‘■■■F』■7”4’，4■■P』■圏『ダ”4’』■口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
」
と
力
強
く
喜
ぴ
の
こ
と
ば
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
べ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
校
は
、
校
長
先
生
以
下
三
十
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
職
員
、
生
徒
数
は
四
百
五
十
四
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
模
で
、
こ
と
し
中
に
は
、
体
育
館
の

　
四
月
に
誕
生
し
た
、
県
　
　
建
設
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

立
川
西
高
等
学
校
の
開
校

記
念
式
が
、
先
月
二
十
五
　
　
　
開
校
記
念
式
の
席
上
、
真
新
し
い
校

日
、
川
西
中
体
育
館
で
行
　
　
旗
の
樹
立
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
校
章
は
、
町
の
花
〃
山
ゆ
り
〃
と
〃

　
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
重
　
　
高
〃
の
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で

ね
た
う
え
で
の
独
立
校
実
　
　
〃
高
〃
の
文
字
は
男
性
的
な
力
強
さ
を

現
だ
け
に
、
集
ま
、
っ
た
人
　
　
〃
山
ゆ
り
〃
で
女
性
的
な
優
し
さ
を
表

々
の
喜
ぴ
も
ひ
と
し
お
、
　
　
現
し
て
い
ま
す
。

お
祝
い
に
つ
め
か
け
た
地
　
仏
…
≡
≡
≡
≡
一
≡
一
≡
≡
≡
一
一
一
－
≡
＝
≡
≡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

元
選
出
の
国
会
議
員
や
県
川
本
部
長
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
先

会
議
員
な
ど
の
は
な
む
け
㎜
の
交
通
安
全
協
会
主
催
に
よ
る
、
優
良

の
こ
と
ば
は
喜
ぴ
を
一
層
…
無
事
故
運
転
者
表
彰
の
席
上
、
町
内
で

大
き
な
も
の
と
し
ま
し
た
。
…
も
次
の
十
九
名
の
方
に
こ
の
マ
ー
ク
が

　
生
徒
を
代
表
し
て
、
登
㎜
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

坂
康
幸
君
は
「
校
舎
や
設
㎜
☆
優
秀
マ
ー
ク

備
は
不
十
分
で
も
、
　
一
回
㎜
○
田
中
与
三
郎
、
O
北
村
栄
作
、
O
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

生
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
㎜
越
利
雄
、
O
田
中
富
士
雄
、
O
高
橋
作

よ
り
よ
い
伝
統
を
築
き
ま
…
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
皆
さ
ん
は
、
写
真
の
よ
う
な
マ
ー
ク
　
　
O
平
野
正
義
、
O
清
水
守
平
、
O
星
名

を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
　
虎
雄
、
○
小
林
鉄
平
、
O
山
口
隆
也
、

　
こ
れ
は
、
優
良
運
転
者
に
対
し
県
警
　
　
O
野
沢
肇
、
○
丸
山
安
治
、
O
高
橋
久

　
　
　
優
良
運
転
者
十
九
人
に

夢

模
範
の
マ
ー
ク

　　　　一ド　　　幅　■　　酬r　｝
　‘～wい㌔

蔵
、
O
小
海
八
太
郎
、
O
上
村
信
栄
、

O
江
口
忠
夫
、
○
南
雲
守
、
O
金
子
幸

作
、
O
高
橋
誠
吾

　
な
お
、
優
秀
マ
ー
ク
は
、
三
十
年
以

上
の
優
良
運
転
者
に
対
し
、
優
良
マ
ー

ク
は
、
十
年
以
上
の
優
良
運
転
者
に
対

し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
地

区
安
協
の
推
薦
が
必
要
で
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
に
五
件

　
こ
の
ほ
ど
、
学
校
町
の
川
崎
信
夫
さ

ん
か
ら
、
病
気
見
舞
に
対
す
る
お
礼
と

し
て
、
五
万
円
を
社
会
福
祉
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
と
お
り
香
典
返
し
を
社

会
福
祉
に
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
報
告

い
た
し
ま
す
。

◎
木
落
の
和
久
井
守
さ
ん
か
ら
、
父
政

市
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
三
万
円
。

◎
高
倉
の
高
橋
安
国
さ
ん
か
ら
、
長
女

ト
シ
エ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
一
万

円
。◎
仁
田
の
水
落
孝
さ
ん
か
ら
、
養
父
定

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円
。

嚢撰

麟薦～～

～～、

一》脳

◎
上
野
の
中
条
利
康
さ
ん
か
ら
、
母
キ

イ
ノ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円
。

広
報
に
と
五
千
円

　
　
　
東
京
の
押
木
さ
ん

　
こ
の
ほ
ど
、
東
京
の
押
木
国
治
さ
ん

（
元
町
出
身
）
か
ら
、
広
報
発
行
の
一

助
に
と
、
五
千
円
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勤
労
奉
仕
で
道
路
の
浄
化

　
毎
年
、
町
内
の
美
化
に
奉
仕
活
動

を
続
け
て
く
れ
る
商
工
会
青
年
部
。

　
こ
と
し
は
、
道
路
の
浄
化
を
と
、

先
日
国
道
の
松
葉
沢
か
ら
、
渋
海
橋

付
近
で
、
カ
ン
ク
ズ
を
ひ
ろ
い
、
ゴ

ミ
捨
て
用
の
ド
ラ
ム
カ
ン
を
設
置
し

》クヘ毫）　）多バ）
～～

て
く
れ
た
。

　
こ
と
に
、
汚
れ
の
は
げ
し
い
の
は

た
め
池
近
辺
の
パ
ー
キ
ン
グ
、
不
心

得
な
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
投

げ
捨
て
ら
れ
た
ア
キ
カ
ン
、
ゴ
ミ
類

は
、
目
に
あ
ま
る
ほ
ど
、
海
水
浴
シ

　
　
　
　
　
ー
ズ
ン
を
前
に
、

罵

灘馨

講
騨
懸
麟
撚
嬢
，
距

き
　
　
　
　
〕

　
　
　
　
　
　
　
町
外

の
人
か
ら
少
し
で
も
印

象
を
よ
く
し
て
も
ら
お

う
と
、
こ
の
作
業
を
思

い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ご
存
知
の
方
も
多
い

こ
と
だ
ろ
う
が
、
こ
の

青
年
部
で
は
、
ブ
ナ
林

の
清
掃
に
始
ま
り
、
節

黒
城
跡
、
水
ば
し
よ
う

の
近
辺
な
ど
、
か
げ
な

が
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
浄
化

に
努
め
て
く
れ
て
い
る
。

〃
さ
さ
や
か
な
奉
仕
で

す
が
、
商
工
会
に
青
年

部
の
あ
る
こ
と
を
、
一

般
の
人
た
ち
か
ら
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
す
。
〃

　
商
人
根
性
を
内
に
秘

～【

き⊃

　
　
　
　
～
～
　
　
⊃

め
た
人
た
ち
の
集
り
だ
け
に
、
地
元

商
工
業
の
発
展
を
願
う
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

の
形
で
町
の
役
に
立
ち
た
い
と
す
る

乙
の
人
た
ち
の
善
意
は
美
し
い
。

　
ゴ
ミ
入
れ
の
ド
ラ
ム
カ
ン
は
、
今

後
毎
シ
ー
ズ
ン
設
置
さ
れ
る
模
様
で

あ
る
。

　
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
は
二
十
三
人

と
少
な
い
。
三
十
五
歳
の
定
年
？
は

深
刻
だ
。
少
な
い
メ
ン
バ
ー
で
は
、

飲
む
機
会
を
多
く
も
っ
て
、
気
勢
を

　
支
部
対
抗
の
野
球
大
会
な
ど
、
睦

み
あ
い
の
暇
を
み
て
は
、
近
代
的
な

．
ミ
ナ
；
ル
な
ど
へ
の
積
極
参
加
も
忘

れ
て
い
な
い
。

と
ん
ど
を
ア
ル
バ
イ
ト
で
か
せ
ぐ
と

い
う
、
ガ
ッ
チ
リ
し
た
仲
間
で
あ
る
。

　
勤
労
奉
仕
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の

研
さ
ん
練
ま
に
、
ま
す
ま
す
の
精
進

を
願
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
（
写
真
・
ゴ
ミ
、
カ
ン
ク
ズ
の
清
掃

に
は
げ
む
青
年
部
員
）

　
　
　
　
　
き
こ
　
　
ぐ

　
と
は
い
っ
て
も
、
毎
年
な
ん
ら
か
　
）

鱗
齢
鍵
欝
薮
麟

韓
惚
ま
た
や
む
を
得
な
い
こ
《
ハ

経
営
へ
の
講
演
会
や
、
研
修
会
、
ゼ
　
【

年
間
の
部
の
運
営
費
は
ぞ
の
ほ
【
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0
歳
を
迎
え
た
郵
便
番
号

1　
　
て
い
ね
い
な
書
体
こ
れ
か
ら
も
…

　
郵
便
番
号
の
制
度
は
、
郵
便
事
業
の

合
理
化
及
ぴ
近
代
化
を
は
か
る
目
的
で

昭
和
四
十
三
年
七
月
一
日
か
ら
実
施
さ

れ
、
乙
と
し
で
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
制
度
が
で
き
る
ま
で
は
、
全
国

の
郡
市
町
利
名
な
ど
を
知
っ
て
い
る
ベ

テ
ラ
ン
職
員
で
な
け
れ
ば
、
郵
便
物
の

区
分
け
作
業
は
能
率
よ
く
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
郵
便
番
号
を
実
施
し
て
か
ら
は
、
人

手
作
業
の
ほ
か
に
、
機
械
に
よ
る
大
量

の
郵
便
物
を
、
簡
単
に
、
し
か
も
ス
ピ

ー
デ
ー
に
区
分
け
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
十
年
目
を
迎
え
た
今
日
で
は
、
郵
便

番
号
も
住
所
の
一
部
と
し
て
、
広
く
ご

夏の交通事故防止運動
　　7月21日～8月20日
●交通4悪の追放　　　　　に心がけ
●過労運転の防止　　　　　　　　　や
●夏休み中の子どもの事故防止　、ましょつ！

一
瞬
の
居
眠
り

大
事
故
の
も
と

休
肩

＼
ノ
サ
諫り　、

〆

ノ

’
勉

長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
て
は

一
定
区
間
て
休
息
と
ろ
う

皇⑥〉否oO

理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
喜

ん
で
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

判
読
し
か
ね
る
書
体
で
の
郵
便
番
号
も

多
く
、
区
分
け
に
困
難
し
て
い
ま
す
。

　
郵
便
番
号
は
、
一
字
一
字
て
い
ね
い

に
、
は
っ
き
り
と
書
く
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

　
郵
便
番
号
の
必
要
性
と
、
は
っ
き
り

し
た
書
体
で
書
き
入
れ
る
こ
と
を
、
こ

の
機
会
に
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

魚
沼
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
電
気
施
設
・
測

　
　
　
　
量
科
を
新
設

　
県
立
魚
沼
専
修
職
業
訓
練
校
（
北
魚

沼
郡
堀
之
内
町
）
で
は
、
昭
和
五
十
三

年
度
か
ら
、
新
た
に
高
校
卒
業
者
を
対

象
に
し
た
電
気
施
設
科
、
測
量
科
の
二

つ
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
次
の
要
領
で
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
科
名
・
定
員
電
気
施
設
科
2
0
人

　
　
　
　
　
　
　
測
量
科
20
人

※
応
募
資
格
　
高
等
学
校
卒
業
者
（

　
　
五
十
三
年
三
月
卒
業
予
定
含
）

※
年
　
齢
　
お
お
む
ね
二
＋
五
歳

　
　
未
満
の
者

※
願
書
締
切
り
＋
月
二
＋
日

※
選
考
日
＋
月
二
＋
八
日

　
く
わ
し
く
は
、
魚
沼
専
修
職
業
訓
練

校
（
電
〇
二
五
七
九
四
ー
二
四
一
〇
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
警
察
官
の
劉
］

　
今
秋
十
月
及
ぴ
明
春
四
月
採
用
の
、

新
潟
県
警
察
官
A
（
大
学
卒
）
の
採
用

試
験
が
、
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

◎
採
用
予
定
人
員

　
　
A
特
別
試
験
　
約
二
＋
人

　
　
A
試
験
約
三
＋
人

◎
受
け
付
け
期
間

　
　
七
月
二
十
五
日
ま
で

◎
第
一
次
試
験

　
　
七
月
三
十
一
日
　
新
潟
市

◎
第
二
次
試
験

　
　
九
月
中
旬
　
　
新
潟
市

◎
受
験
資
格

　
①
A
特
別
試
験
（
今
秋
十
月
採
用
）

　
O
昭
和
二
十
四
年
十
月
二
日
か
ら
、

　
三
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
男
子
で
大
学
を
卒
業
（
短
大
を
除
く

　
）
ま
た
は
、
本
年
九
月
三
十
日
ま
で

　
に
卒
業
見
込
み
の
者

　
②
A
試
験
（
明
春
四
月
採
用
）

　
O
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
、

　
三
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
た
男
子
で
、
大
学
を
卒
業
（
短
大
を

　
除
く
）
ま
た
は
、
明
年
三
月
三
十
一

　
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

　
く
わ
し
く
は
、
十
日
町
警
察
署
へ
。

　
甲
一
一
一
一
一
噂
■
一
一
一
一
〇
一
一
一
り
一
一
〇
一
一
●
一
一
■
O
一
一
一
，
一
〇
甲
曹
■
一
一
一
卿
一
一
■
一
層
一
一
り
O
O
一
一
一
一
■
O
●
O
昂
一
■
■
一
一
一
■
O

貰
毅
漿
謙

　
亀
ρ
腎
ρ
嘱
。
剛
ρ
曜
∂
亀
。
亀
ρ
鰯
ρ
。
覧
。
曜
。
剛
θ
周
θ
6
θ
駕
。
鋸
∂
嘱
∂
亀
。
駕
∂
胃
∂
曜
」
竃
ρ
鋸
。
曜
ρ
曜
．
覧
一
鋸
。
馬
。
剛
。
◎
ρ
剛
グ
￥

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

廣平福森数高内大藤星
田野崎　藤橋山塚原名
　　　　ひ
誠隼文清ろ幹織晋大真
　人人穂み夫絵　輔弓
規悟光嘉政福幸昌英健
　　政雄信蔵平良保一
二長二二長二二二長長
男男男女女男女男男女
沖四寺栄沖室上高仁木
　郎　　　　　　原
立兼尾町立島野田田島

6月の交通事故発生件数
　　　　　　　　　累計
件　数1（2》　6（1③
傷　者1（3）　9⑳
死者0（0）　0（1）
酒よい0（1）　　0（1）
酒気おぴ　1（6）　　　3個
　　（）内は前年件数

一
一
一
，
，
・
一
一
〇
一
一
．
O
O
，
．
O
．
●
。
●
9
一
■
●
一
顧
0
9
0
9
0
●
0
9
0
一
P
■
■
一
●
り
，
9
0
0
一
■
■
O
■
■
一
■
一
騨
O
●
甲
●
●
一
■
■
9
0
●

田齋清清
村藤水水

健純良裕
　子一美

正孝益徹
司雄男

長
女
下
平
新
田

長
男
下
平
新
田

二
女
上
野

長
男
高
原
田

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

◎
新
郎

（◎
新
婦

◎
新
郎

（◎
新
婦

◎
新
郎

（◎
新
婦

鶴蕪葉昂
直隆秋文里敬
美治江雄子一

発
電
所
通

＋
日
町
か
ら

田
戸

中
屋
敷
か
ら

越
ケ
沢

名
古
屋
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
ト
シ
ヱ

中
條
資
次

水
落
定

中
條
キ
イ
ノ

高
橋
ト
ィ

野
澤
シ
ヅ
ヨ

石
澤
亀
久
松

大根清清
塚津水水

イツカト
ナメ．不メ

上仁仁高

野田田倉

学
校
町
野
口
小
脇

下
平
新
田

中
屋
敷
上
野
伊
友

八八七七七七七六五五四
二二六四三一一七九四五

　
　
　
　
　
　
　
小
わ
輩

力
太
鞭

　
　
　
　
　
中
屋
敷
山
賀
春
江

千
手
観
音

青
葉
泌
む
瞳
に
本
尊
の
遠
き
か
な

彰
暗
き
仁
王
の
門
や
梅
雨
深
し

観
音
の
屋
根
よ
り
高
き
巣
立
ち
か
な

緑
陰
に
聞
く
鐘
の
音
を
浄
土
と
も

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

母
に
よ
く
似
た
娘
と
い
わ
れ
浴
衣
着
て

帰
省
子
の
校
歌
を
唄
い
行
水
す

雲
の
…
峯
大
き
く
佐
渡
へ
崩
れ
た
る

　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
岳
陽

自
炊
せ
る
湯
宿
に
栗
の
花
匂
ふ

寝
つ
か
せ
し
子
に
遠
ざ
け
る
扇
風
機

　
　
　
　
　
　
赤
谷
高
橋
笑
子

や
や
お
く
れ
若
葉
と
な
り
ぬ
大
爆
一

宿
の
湯
に
浸
る
窓
辺
の
栗
の
花

　
　
　
　
　
　
上
野
清
水
け
い
子

大
い
な
る
枝
栗
の
花
雨
の
中

降
り
出
で
て
匂
い
こ
も
れ
る
栗
の
花

栗
の
花
落
ち
つ
づ
き
つ
㌧
雨
上
る

　
　
　
　
　
　
上
野
富
井
貞
生

落
ち
つ
ぎ
て
も
つ
れ
し
さ
ま
に
栗
の
花

萱
葺
き
の
屋
根
稀
な
り
し
栗
の
花

　
　
　
　
　
　
上
野
今
井
余
潮

花
栗
の
庭
い
っ
ぱ
い
に
香
の
強
き

首
振
り
を
と
め
て
昼
寝
の
扇
風
機

　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
紅
葉

山
路
来
て
ほ
の
か
に
匂
ふ
栗
の
花

　
　
　
　
　
　
松
風
園
　
南
雲
　
文
峯

青
天
の
恵
み
た
ま
わ
る
田
植
か
な

　
　
　
　
　
　
赤
谷
幸
　
　
心

浜
茶
屋
に
日
焼
身
体
や
扇
風
機

　
「
選
者
近
詠
」

山
毛
樫
若
葉
大
群
生
の
中
の
径

畦
を
塗
る
泥
の
と
ぴ
た
る
花
な
づ
な

平
ら
か
に
蕗
の
広
葉
の
拡
が
り
ぬ

あ
じ
さ
い
や
機
音
の
し
て
家
大
き




